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３． 実証試験の方法と実施状況 
 
3.1 流入水の特性評価  
実証対象施設は、十分な稼働実績を持つ既設の排水処理施設ではないため、流入
水の特性評価を行う必要があった。  
実証対象施設の流入水に関する各種測定結果の概要は「1.4 排水の水量、水質」
のとおりである。  
 
3.2 実証対象施設の立ち上げ 
(1) 設置方法 
実証対象の処理施設は、傾斜土槽とよぶ薄槽容器を積み重ねた構造であり、材質
はスチロ－ル製である。設置方法としては、設置場所に傾斜土槽を積み重ねていく
だけである。この他には導水するための水中ポンプと原水または前処理水の貯水槽
が必要となる。なお、本処理装置は、野外据え置き型のために、冬季の保温用に保
温用パネル（ＦＲＰ製）で囲うとともに、保温用ヒーターを使用した。 
 
(2) 立ち上げ方法 
実証対象施設は、工場生産した製品を現地に設置する方法である。4.1「運転及
び維持管理実証項目」でその結果をまとまた。 
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3.3 実証試験期間  
実証試験期間は、平成 16年９月から平成 17 年３月とした。実証試験スケジュー
ルを下表に示す。 
 

表３－１ 実証試験スケジュール 
日 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 日 
１ (水)  (金)  (月)  (水)  (土)   (火)   (火)   １ 
２ (木)  (土)  (火)  (木)  (日)   (水)  (水)  ２ 
３ (金)  (日)  (水)  (金)   (月)   (木) ☆臭 (木) ☆ ３ 
４ (土)  (月)  (木)  (土)   (火)   (金)   (金)   ４ 
５ (日)  (火)  (金)  (日)   (水)  (土)   (土)   ５ 
６ (月)  (水)  (土)  (月)   (木) ☆ (日)   (日)   ６ 

７ (火)  (木)  (日)  (火) 委員会見
学 (金)   (月)   (月)   ７ 

８ (水)  (金)  (月)  (水)  (土)   (火)   (火)   ８ 
９ (木)  (土)  (火)  (木) ☆ (日)   (水)  (水)  ９ 
１０ (金)  (日)  (水)  (金)   (月)   (木) ☆ (木)  １０ 
１１ (土)  (月)  (木) ☆○  (土)   (火)   (金)   (金)   １１ 
１２ (日)  (火)  (金)   (日)   (水)   (土)   (土)   １２ 
１３ (月)  (水)  (土)   (月)   (木)   (日)   (日)   １３ 
１４ (火)  (木) ☆ (日)   (火)   (金)   (月)  (月)   １４ 
１５ (水)  (金)  (月) △ (水)   (土)   (火)  (火)   １５ 
１６ (木)  (土)  (火) △  (木)   (日)   (水)  (水)   １６ 
１７ (金)  (日)  (水) △ (金)   (月)   (木)  (木)   １７ 
１８ (土)  (月)  (木) △ (土)   (火)   (金)  (金)   １８ 
１９ (日)  (火)  (金) ☆△ (日)   (水)  (土)  (土)   １９ 
２０ (月)  (水)  (土) △ (月)  (木) ☆ (日)  (日)   ２０ 
２１ (火)  (木)  (日)  (火) ☆騒 (金)   (月) ☆△ (月)   ２１ 
２２ (水)  (金)  (月)  (水)   (土)   (火) △ (火)   ２２ 
２３ (木)  (土)  (火)  (木)   (日)   (水) △ (水)   ２３ 
２４ (金)  (日)  (水)  (金)   (月)   (木) △ (木)   ２４ 
２５ (土)  (月) ☆ (木)  (土)   (火)   (金) △騒 (金)   ２５ 
２６ (日)  (火)  (金)  (日)   (水)  (土) △ (土)   ２６ 
２７ (月)  (水)  (土)  (月)   (木) ☆○ (日)   (日)   ２７ 
２８ (火)  (木)  (日)   (火)  (金)  (月)  (月)  ２８ 
２９ (水) ☆ (金)  (月)   (水)  (土)    (火)  ２９ 
３０ (木)  (土)  (火) ☆臭 (木)  (日)    (水)  ３０ 
３１   (日)    (金)  (月)    (木)  ３１ 

（凡 例） 
○：日間変動調査の測定 △：週間変動調査の測定 
☆：定期調査の測定  
騒：騒音測定 臭：臭気測定 
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3.5 水質分析  
（１）水質実証項目  
実証試験の水質分析は、実証項目と参考項目に分け、以下のとおりとした。  

 
表３－２ 水質実証項目 

実証項目 参考項目 
ｐＨ     ＢＯＤ  ＳＳ 
ｎ－Ｈｅｘ  Ｔ－Ｎ  Ｔ－Ｐ 

アンモニア態－Ｎ 亜硝酸態－Ｎ 
硝酸態－Ｎ    リン酸態－Ｐ 

 
（２）採水スケジュールと頻度 
試料の採水のスケジュール（時刻）と頻度を下表にまとめた。 

 
表３－３ 採水スケジュールと頻度 

  項目 調査回数 検体数 時間等 
ｐＨ 
ＳＳ 
ＢＯＤ 
n-Hex 
Ｔ－Ｎ 

日 
間 

Ｔ－Ｐ 

1日を 
2回 

3箇所×12回(初回調査) 
＋ 

3箇所×15回 
       (２回目調査) 
各項目８１試料 

初回(11/11) 
 6,7,8,9,10,11,12,13,14,15,16,17時 
 
２回目(1/27)  
 6,7,8,9,10,11,12,13,14,15,16,17, 

18,20,22時 

ｐＨ 
ＳＳ 
ＢＯＤ 
n-Hex 
Ｔ－Ｎ 

週 
間 

Ｔ－Ｐ 

１週間 
（６日）を 

2回 

３箇所 
×３回（１日の採水回数） 
×６回（１調査） 
×２回（調査回数） 

各項目 108試料 

営業日の月～土曜日の６日連続 
6,10,14時の 3回をコンポジットする
ため、各項目 108試料÷３＝３６検
体を分析 

ｐＨ 
ＳＳ 
ＢＯＤ 
n-Hex 
Ｔ-Ｎ 
Ｔ-Ｐ 

アンモニア態－Ｎ 
亜硝酸態－Ｎ 
硝酸態－Ｎ 

定 
期 

リン酸態－Ｐ 

15回 

３箇所 
×３回（１日の採水回数） 
×15回（調査回数） 

各項目 135試料 

6,10,14時の 3回を採取 12/21より
7,10,14時に変更 
時刻ごとに分析し、平均値をデータ
として採用した。ただし、10月まで
は、3回をコンポジットした。 

補足 箇所とは、流入、中間、流出の採取する３箇所のこと。 
   参考項目（※印）は、定期調査時のみ採取し、分析した。 



   

(
)
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  平成 16年 11月 11日 平成 17年 1月 27日 
  流量 時刻（時） 流量 時刻（時） 
合計（ｍ3/日） 4.34 － 4.42 － 
最小値（ｍ3/時間） 0.05 7  0.01 7  
最大値（ｍ3/時間） 1.22 13  1.11 13  
平均（ｍ3/時間） 0.43 － 0.34 － 
中央値（ｍ3/時間） 0.42 － 0.17 － 

（左：平成 16年 11月 11日 右：平成 17年 1月 27日）
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箱型図は、データのバラツキを視覚的に把握でき、ヒストグラムと比較して複数の母集団の比較できる
特徴がある。
・中央値（①）： データを数値の小さい順に並べた際に中央に位置するデータ
・25 ％値（②）： データを数値の小さい順に並べた際に１／４ に位置するデータ
・75 ％値（③）： データを数値の小さい順に並べた際に３／４ に位置するデータ
・下隣接点（④）：計算式（25％ 値－1.5×（75％ 値－25％ 値）） により求めた値
・下隣接値（⑤）：下隣接点（④）と　25％値（②）との範囲内で下隣接点の値に最も近い実測値
・上隣接点（⑥）：計算式（75％ 値＋1.5×（75％ 値－25％ 値）） により求めた値
・上隣接値（⑦）： 上隣接点（⑥）と　75％値（③）との範囲内で上隣接点の値に最も近い実測値
・外れ値（⑧）： 隣接値よりも外側の値

説明

≪参考資料≫箱型図の読み方
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管理項目 一回あたりの管理時間 
及び管理頻度 

維持管理に必要な 
人員数 

 立ち上げ時の維持管理 60分（頻度月に 4回） 1人 
 通常時の維持管理 60分（頻度月に 2回） 1人 
 傾斜土槽交換作業 4時間（頻度年に 2回） 3人 
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表４－７ 実証対象施設点検記録の状況 
１１月 試験内容 設備・槽内の状況 臭気の状況 その他 
１１ (木) 定期・日間  輪ゴムの塊を除去 特になし  

１５ (月) 週間 ポンプのフロート作動位
置高くポンプ作動せず 特になし  

１６ (火) 週間 特になし 微下水臭あり  
１７ (水) 週間 特になし 特になし  
１８ (木) 週間 特になし 弱下水臭あり  
１９ (金) 定期･週間 特になし 微下水臭あり  
２０ (土) 週間 流入水少ない 微下水臭あり  
３０ (火) 週間 特になし 微下水臭あり  
１２月     
９ (木) 定期 特になし 微厨芥臭あり  
２１ (火) 定期 特になし 微下水臭あり  
１月     
６ (木) 定期 特になし 特になし  
２０ (木) 定期 特になし 特になし  
２７ (木) 定期・日間 特にない 特になし  
２月     
３ (木) 定期 特になし 弱厨芥臭あり  
１０ (木) 定期 特になし 特になし  
２１ (月) 定期・週間 特になし 特になし  
２２ (火) 週間 特になし 特になし  
２３ (水) 週間 特になし 特になし  
２４ (木) 週間 特になし 特になし  
２５ (金) 週間 特になし 特になし  
２６ (土) 週間 特になし 特になし  
３月     
３ (木) 定期試験 特になし 特になし  
 
 
（７）電力等消費量  
実証対象施設の電力等消費量について、主要機器ごとに下表に示す。 
 

表４－８ 電力等消費量 
機器名 消費電力量（ｋｗｈ/日） 

水中ポンプ(3台) 
チタニュームヒーター(1台) 

ヒーター非稼動時 0.98 
ヒーター稼動時  5.54 
（期間中平均 3.59） 
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（８）排水処理薬品及びその他消耗品消費量  
排水処理薬品及びその他消耗品消費量について、種類ごとに下表に示す。  
 

表４－９ 排水処理薬品及びその他消耗品消費量 

種類 補充日 補充量 補充量の合計 
申請時の 
見込み 

傾斜土槽 15
槽（本処理用
傾斜土槽の
上部 3 槽×5
列）を交換 

平成 17年 
1月18日 

1 槽に中粒径
ボラ土 48L 
、全量で 720L 

720L を交換。使用
済みのものは廃棄
ではなく、運用休止
によっては、空隙率
の回復を図る。 

ゼロ。 
（設置事業所の
面源負荷量によ
って交換頻度は
異なる。） 

 
（９）騒音  
音源としては水中ポンプのみであり、ポンプの能力から特別な騒音対策していな
い。騒音測定は、実証対象施設から１ｍ離れた地点及び 10ｍ離れた敷地境界付近の
騒音レベルを測定した。測定地点は図４－６に示すとおりである。周囲の騒音（車
や犬、鳥など）を除外した際の施設からの騒音レベルは次のとおりであった。 
また、近隣からの騒音の苦情はなかった。 
 
・１ｍ地点       52 デシベル 
・敷地境界付近（10ｍ） 47 デシベル 

 
（１０）臭気 
実証対象施設は、野外据え置き型であるため、冬季の保温対策として、断熱効果
の高い発泡スチロール性の建屋で装置を覆い、気密性を高め周囲へのにおいの漏れ
を防いでいる。臭気測定は臭いの比較的強いと感じられる地点（１地点）にて測定
した。図４－６には測定地点を、表４－１０には結果一覧を示す。  
また、近隣からの臭気の苦情はなかったが、立ち上げ時に臭気の発生の傾向が強
いため、必要に応じ、他の場所で十分馴致した傾斜土槽を利用することが望ましい。 
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表４－１０ 臭気の測定結果 
 平成 16 年 11 月 30 日 平成 17 年 2 月 3 日 

開始時刻 13:55 14:00 

採取量(ﾘｯﾄﾙ) 10 10 

天候 晴 晴 

気温（℃） 13.5 6.0 

湿度（％） 47 26 

風向 北～北東 東 

風速（ｍ/ｓ） 0.8～0.9 0.5～1.0 

臭気の質 汚泥臭 厨芥臭 

六段階臭気強度 2～3 2～3 

臭気濃度 32 10 以下 

備 考 
・排水処理施設周辺において採取 
・臭気の発生が間欠的であった為、発生時に合わせて採取 

 
《参考資料》６段階臭気強度表示法 
臭気強度 においの程度 

0 無臭 

1 
やっと感知できるにおい
（検知閾値濃度） 

2 
何のにおいであるかわかる
弱いにおい（認知閾値濃度） 

3 らくに感知できるにおい 
4 強いにおい 
5 強烈なにおい 

 
 
 
 
 
 
 
                  図４－６ 騒音及び臭気の測定地点 

実証対象施設

臭気採取地点

騒音測定地点


